
令和５年度 HaCC（キャンパスライフ健康支援・相談センター） 

運営委員会 議事要旨 

 

 

日 時 令和 5 年 6 月 21 日（水） 15 時 35 分～16 時 16 分 

場 所 オンライン（Webex） 

出席者 水島（理事）、栗原（文）、竹村（外）、宮本（人文学）、渥美（人科）、 

武田（法）、関本（経）、深瀬（理）、熊ノ郷（医）、西村（歯）、小比賀（薬）、

桑畑（工）、和田（基）、中嶋（国公）、原（情）、八木（生）、松本（高）、 

佐藤（小）、関野（産）、岡田（蛋）、敦賀（社）、藤井（接）、竹原（医病）、 

進藤（全）、木田（環）、有川（国）、森井（学）、松岡（総）、黒澤（教） 

欠席者 高倉（微）、兒玉（レ）、林（歯病）、工藤（キ）、足立（キ）、山本（安） 

陪席者 長友（キ）、太刀掛（キ）、坂東（キ）水野（キ） 

 

 

議事 

 

議事に先立ち、水島理事から、工藤センター長がネットワークトラブルにより出

席できないため、水野事務長が代理で進行を務める旨説明があった。 

 

〔報告事項〕 

１．HaCC 管理運営体制について 

水野事務長から、配付資料に基づき、HaCC 管理運営体制について報告があった。 

 

２．保健管理部門 

  長友保健管理部門長から、配付資料に基づき、令和４年度の活動及び令和 5 年

度の活動予定について報告があった。 

 

３．相談支援部門 

  太刀掛相談支援部門長から、配付資料に基づき、令和４年度の活動及び令和5年

度の活動予定について報告があった。 

 

４．ハラスメント相談室 

  坂東ハラスメント相談室長から、配付資料に基づき、令和４年度の活動及び令

和 5 年度の活動予定について報告があった。 

 

５．HaCC 専任教員等の選考結果について 

  水野事務長から、配付資料に基づき、HaCC 専任教員等の選考結果について報告

があった。 

 

６．令和４年度総長裁量経費について 

  水野事務長から、配付資料に基づき、令和５年度総長裁量経費について報告が

あった。 

 



 

〔協議事項〕 

１．令和４年度 HaCC 決算及び令和５年度 HaCC 予算（案）について 

  水野事務長から、配付資料に基づき、令和４年度 HaCC 決算及び令和 ５年度

HaCC 予算（案）について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

２．令和４年度障がい学生教育支援経費決算及び令和５年度障がい学生教育支援経

費の配分方針（案）について 

太刀掛相談支援部門長から、配付資料に基づき、令和４年度障がい学生教育支

援経費決算及び令和５年度障がい学生教育支援経費の配分方針（案）について説

明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

３．令和５年度障がい学生教育支援経費前期配分（案）について 

太刀掛相談支援部門長から、配付資料に基づき、令和５年度障がい学生教育支

援経費前期配分（案）について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

 

〔その他〕 

１．質疑応答 

熊ノ郷委員から、HaCC における研究活動について、もっとアピールすればいい

のではないか。医学界の動きは予防医学に向かっており、患者データは各病院で

も入手できるが、健常者のデータを持つことは HaCC の強みなので、阪大の財産と

しての HaCC のデータの活用、企業等への展開に大きく期待していますとの意見が

あり、長友保健管理部門長から、ホームページでは研究成果を公表しているが、

本委員会でもアピールして、ご期待に添えるよう取り組んでいきたいとの回答が

あった。また、水島委員長から、研究活動だけでなく、HaCC はさまざまな取り組

みを通じて大学運営に貢献しているが、それら取り組みに関するアピール等を、

運営委員会で行うのか、あるいは他の場で行うのかどうかも含め、検討したいと

の説明があった。 

 

２．閉会あいさつ 

 閉会にあたり、水島委員長から、運営委員会では、運営に関する協議、ご承認

をいただくことが中心ですが、各部局ではさまざまな問題を抱えておられること

と思いますので、HaCC としても可能な限りさまざまな形で協力していきたいと思

っておりますし、共に考えてよりよい方向に進めていければと思いますので、委

員のみなさまには、ひきつづきご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします

との挨拶があり、閉会となった。 


